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確
か
な
学
び 

基
礎
基
本
の
定
着 

 

生徒用端末を使うなどして、個に応

じたきめ細かな指導を充実する。 

各教科の基礎・基本の定着に向けて、定着の工夫や振り返りの充実

を図る。 
実施状況・成果を判断 

 

 

すくすくウォッチ

や各クラスの校内

テスト、IRT、アン

ケート、学習観察、

実践記録等 

年度末  
 

 
 

 
 

多様な学習形態を工夫し、ICT 機器の効果的な活用や教材教具を利

用し、学習の定着を図る。 
実施状況・成果を判断 年度末  

 
  

授

業

改

善 

主体的に考える力を育成する。 

一人ひとりの思考力・判断力・表現

力を育成する。 

 

子どもに問いかけを行い、自分で考えることを促し、児童自ら課題

や問題を探求し、答えを見つけるプロセスを経験させる。 
実施状況・成果を判断 年度末  

 
 

 

 

 
生徒用端末（ICT）の積極的な使用と児童同士や教師との協働的な学

びを通して意見交換や協力を促し、深い学びにつなげる。 
実施状況・成果を判断 年度末  

 
  

自主学習ノートや作文等通じて「書く力」を育成しながら子どもの

表現力を高める。 
実施状況・成果を判断 年度末  

 
  

豊
か
な
心･

健
や
か
な
体 

 

豊

か

な

心 

共に認め合い、支えあえる子どもの

育成。 

様々な感動体験を経験する中で自

尊感情を高め自信を持てる子ども

の育成 

人権尊重と特別支援の観点に立ち、すべての教育活動の中で豊かな

人権感覚を育てる取り組みを実践する。 
実施状況・成果を判断 

 

 

すくすくウォッチ

や各クラスの校内

テスト、IRT、アン

ケート、学習観察

等 

年度末  
   

 
 

仕かけのある活動を通じて集団作りとリーダーの育成をすすめ、未

然防止の生徒指導の実践を行う。特にいじめのない学校づくりに取

り組む。 

実施状況・成果を判断 年度末  

  

 

行事や学級活動で、個々の活動実践を推奨し、その過程を支援・援

助して自己肯定感や達成感を味わい、自尊感情を醸成する。 
実施状況・成果を判断 年度末  

  
 

健

や

か

な

体 

子ども自らが基本的生活習慣を確

立し、健康増進・体力を高める。 

体育の授業、体育大会、クラブ活動等を通じて、楽しみながら運動

する習慣を身につけ、健康増進を高めるための思考力を向上させる。 
実施状況・成果を判断 年度末  

 

 

 

 

 
保健指導・食育を通して健康の大切さに気づかせ、家庭と連携を図

り基本的生活習慣を身につけさせる。 
実施状況・成果を判断 年度末  

 
  

独
自
の
課
題 

新
た
な
学
校 

開かれた学校づくり 学校HP・学校だより等を通して家庭、地域への情報発信を行う。 学校協議会を年間3回実施 
アンケート、実践

記録等 
年度末  

 
 

 
 

 

学校群を見据えた保・小・中の連携 
学校群を見据え、保・小・中連携の推進、教員間の連携を進める。 

Society5.0を見据えた効果的な学び方・働き方へのチャレンジ 
実施状況・成果を判断 

アンケート、実践

記録等 
年度末  

 
  

校長より(年度末)  学校関係者評価者から(年度末)  

  「確かな学び」の現状 

 「主体的・対話的・深い学びのある授業づくり」を推進し，授業改善を進めている。「タブレットを使った授業はわかりやす

い。」項目の児童アンケートでは，９０％の肯定回答を得ている。しかし，「自分の意見を言えている。」項目の児童アンケート

の回答は７８％にとどまっており，意見を伝えたり，考えを共有したりする，協同的な学びを通して主体的に議論，討論に参加

できるような授業改善に取り組む。また，自ら課題設定するなど自ら学びを進める授業，ICTを活用した授業へとさらなる改善

を進めていきたい。 

「豊かな心・健やかな体」の現状 

「体育や外遊びが楽しい」項目の児童アンケートでは，８９％が肯定的な回答で，高い水準といえる。体育の授業や

体育大会，クラブ活動を通じて楽しみながら運動する習慣を身に付けているといえる。さらなる向上をめざし，かけ

あしや縄跳びチャレンジは継続して行っていく。また，体育大会ではリレーを新設し，さらなる意欲の向上を育む。

また，「学級・学校で助け合えている。」項目の児童アンケートでは８６％，「行事等で達成感を得ている。」項目では

９１％の高水準となっている。さらに行事への取り組みを大切にし，さらなる向上をめざしていきたい。 

令和８年度 重点目標  「児童も先生も学び続け、変わっていく学校づくり」～意識を高めることで行動が変わる。行動を変えることで意識が変わる～ 

・安心・安全で信頼される学校づくり（人権尊重の観点に立った生徒指導、特別支援の観点、未然防止の生徒指導と初期対応） 

・ICTの推進と授業観のアップデート（学びのコンパスも意識）  

・学校運営への参画の意識（組織的な学校運営とホウレンソウ、支えあえる仲間〔職場〕づくり） 

 

（様式⑦－1 小学校・中学校） 

中学校区におけるめざす子ども像 

 自らを律し自ら学び続ける子 

 



 


